
　千葉市の人気レジャ

ースポットの一つ「ア

クアリンクちば」は、新

港クリーン・エネルギ

ーセンターの余熱を利

用した施設で、アイス

スケートリンクだけで

はなく温水プールやレ

ストランも併設されて

いる。指定管理者の㈱

パティネレジャー（本社：東京都豊

島区）は全国におけるスケートリン

クの設計・設営から運営管理まで手

掛ける会社。今回は同社の関東事業

部に所属し「アクアリンクちば」の

支配人を務める井上陽介さんに話を

伺った。

「子どもからシニアまで、世代を問

わず年間を通して楽しめる場所で

す。何十年ぶりにやってみたら、ま

た夢中になったというリピーターさ

んもいらっしゃいます」と井上さ

ん。就学前児童から大人まで、幅広

い年齢層を対象としたスケート教室

も好評だとか。また「アクアリンク

ちば」は、国際規格リンクとしてプ

ロの競技者も利用する質の高い施設

で、関東フィギュア選手権大会な

ど、さまざまな競技会が開催される

ほか、幕張でアイスショー開催時に

は練習会場として使われている。

　井上さんは北海道苫小牧の出身。

学生時代は、氷上ならではのスピー

ド感とプレーの激しさに魅了されア

イスホッケーに打ち込んでいたとい

う。大学進学時に埼玉へ移り住んだ

後、社会人になってからも地元チー

ムに所属し、当時、通っていた川越

のリンクを運営管理していた今の会

社から声をかけられて入社したのが

15年前だった。

　スケートリンクの設営にも携わり

全国を飛び回っていた井上さんが、

「アクアリンクちば」に配属された

ときのこと。「北海道で

はスケートリンクと言

えば競技用だったの

で、娯楽施設というイ

メージがなくて…。み

なさんが靴を借りて楽

しそうに滑る姿を見て

カルチャーショックを

受けました (笑 )」と振

り返った。

　支配人に就任したのは2年前。現

在は管理業務のほか、リンクでのパ

トロールや接客なども積極的に行

い、現場で生の声を聞く機会となっ

ている。そのなかでも「楽しかった」

「また来たい」と声をかけてくれる

利用者の笑顔にやりがいを感じると

話してくれた。ファンも多く地元で

愛され続けてきた「アクアリンクち

ば」だが、3年前の台風では大きな被

害を受け休業期間が続いたことも記

憶に新しい。さらにリニューアル後

はコロナ禍に見舞われ、閉館や営業

制限を余儀なくされたが、最近はよ

うやく以前の賑わいを取り戻しつつ

あるという。

　フィギュアスケートは華やかで注

目を浴びる競技であることから、ス

ケート人口を増やすには地元からの

スター選手誕生に期待したいところ

だ。しかし県内には競技者が練習で

きるリンクが少ないことが課題で、

競技者にとって「アクアリンクち

ば」は貴重な練習場所にもなってい

る。「一般の方、競技者、双方がバ

ランスよく利用でき、かつ安全で使

いやすい施設であり続けるためにリ

ンクの質の管理にも最善を尽くして

います。これからシーズン到来に向

けて、ぜひ多くの方にスケートの楽

しさを体験してほしいです」と呼び

かけた。

◇アクアリンクちば◇千葉市美浜区

新港224-1◇℡043-204-7283

◎工房沙羅　手作り作品展示即売会
ファッション小物やアクセサリーなど魅

力的な手作り作品を展示即売

▼日時：2022年11月28日 (月)～11月30日

(水)10：00～17：00▼場所：街角ギャラリ

ーどち（千葉市中央区汐見丘町16-13タリ

アセン汐見/JR西千葉駅より徒歩7分）▼問

合せ：こっとん来夢/℡043-243-3050

◎千葉県立美術館
江口寿史イラストレーション展　

彼女―世界の誰にも描けない君の絵を描

いている―

▼会期：現在開催中～2023年１月15日(日)

9：00～16：30 ※入場は16：00まで※休館

日：月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し

翌日休館）、年末年始（12月28日～１月４

日）▼入場料：一般500円（400円）高・大

生250円（200円）※( )内は20名以上の団

体料金※中学生以下・65歳以上・障害者手

帳をお持ちの方と介護者1名は無料※人数

制限を行う場合あり※前売り券なし。当日

現地にて現金のみでの販売。クレジットカ

ードやICカード不可▼場所：千葉市中央区

中央港1-10-1▼問合せ：℡043-242-8311

◎千葉市美術館
新収蔵作品展―現代美術の作品を中心に

「千葉市を中心とした房総ゆかりの作家・

作品」と「1945年以降の現代美術」から、

2021年に市内で開催された「CHIBA FOTO」

（主催：千の葉の芸術祭実行委員会）や、

国内外を巡回した「ウィンター・ガーデン：

日本現代美術におけるマイクロポップ的

想像力の展開」の出品作をはじめとする現

代美術のコレクションを展示▼会期：2022

年11月12日(土)～12月25日(日)※休館日：

12月5日(月)※休室日：11月21日(月)▼観

覧料：一般500円(400円)/大学生400円(320

円)/小・中学生、高校生無料※( )内は前売

券、および市内在住65歳以上の料金※障害

者手帳をお持ちの方とその介護者1名は無

料※「ブラチスラバ世界絵本原画展」の観

覧者は無料※本展チケットで5階常設展示

室「千葉市美術館コレクション選」も観覧

可。※割引の併用不可▼場所：千葉市中央

区中央3-10-8▼問合せ：℡043-221-2311

◎よみよみの会
朗読アラカルト「春待ち月の夢」

▼会期：2022年12月6日(火)14：00～15：30

▼ＫＫＤｕｏ（千葉市中央区本千葉町1-11

アクアタワー38（旧千葉中央ビル）3Ｆ※ホ

テルバリアンそば▼参加費：500円（フリー

ドリンク代）当日払い▼定員：20名（先着

順・事前申し込み要）▼岡本かの子、宮部

みゆき、三浦哲郎、田中小実昌などの作品

を聞いて楽しんでもらう。電子ピアノによ

る演奏コーナーもあり▼申込先：事務局℡

090-3501-7103/FAX043-376-9282（氏名、連

絡先記入）▼主催：よみよみの会・後援：

千葉市

◎泉自然公園もみじまつり
各種イベントの開催や、キッチンカーの出

店も行いますので、ぜひお越しください。

15種500本のカエデをはじめ、カツラ、ケヤ

キ、イチョウ、コナラ、ハナノキなど約80

種の樹木が紅葉します。5つの池周辺やも

みじ谷、紅葉園などが主な見どころで、い

ずみ橋は絶好の撮影スポットとして有

名。フォトコンテスト、ノルディックウォ

ーク、もみじめぐりウォーキング、クラフ

ト講座なども開催。

▼会期：2022年11月15日 (火)～12月4日

(日)▼料金：各イベントに参加する場合は

参加料、駐車料金普通車400円▼開催場所：

泉自然公園(千葉市若葉区野呂町108)▼問

合せ先：℡043-228-0080

◎ギャラリー古島
―甦る布の世界―

上村勝子・優子 凛の一衣展

服　纏う人の心を写す鏡「素材を楽しみ　

色を楽しむ　こんな時だから安心を纏い

たい」繊細で丁寧な縫製技術で群を抜く鹿

児島県在住の上村勝子・優子のしごと展。

普段着からフォーマルまで、どんなことで

もご相談くださいませ。

▼会期：2022年11月5日 (土)～11月15日

(火)※11/10(木)休廊▼出品品目：コート、

ジャケット、ブラウス、スカート他、布地

など。オーダー・リメークご相談承ります。

▼場所：千葉市中央区春日2-25-11古島籐

家具店2階(ＪＲ西千葉駅西友側徒歩1分）

℡043-243-3313

稲
毛

新
聞

（
以

下
・
稲

）

大
木
さ
ん
は
元
は
市
職

員
で
叩
き
上
げ
で
副
市

長
に
な
り
ま
し
た
。
市
職

員
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
経
歴
を
お
持
ち
で
し

ょ
う
か
？

大
木

副
市

長
（

以
下
・
大

）

建
築
部
で
市
営
住
宅
の

担
当
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

そ
の
後
は
人
事
課
、
秘
書

課
な
ど
内
部
事
務
に
関

す
る
仕
事
を
多
く
経
験

し
ま
し
た
。
議
会
事
務
局

長
、
総
務
局
長
、
代
表
監

査
委
員
を
経
て
現
在
に

至
り
ま
す
。

稲
・
市
職
員
時
代
の
経
験

で
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
や
難
題
だ
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

大
・
平
成

4年
の
政
令
指

定
都
市
移
行
は
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
大

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
基
盤
の
整
備
や
、
県
か

ら
の
移
譲
事
務
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
年
政
令
指

定
都
市
移
行

30周
年
を

迎
え
、
区
役
所
が
身
近
に

あ
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時

は
市
内
を

6つ
の
行
政

区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
の
名
称
を
ど
う
す
る

の
か
な
ど
様
々
な
意
見

が
あ
り
、
と
て
も
大
変
で

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
も
住
所
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
、
大
き

な
出
来
事
で
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

稲
・
多
く
の
市
長
や
幹
部

の
方
々
に
仕
え
て
き
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
方

々
で
し
た
か
？

大
・
松
井
市
長
、
鶴
岡
市

長
、
熊
谷
市
長
、
神
谷
市

長
の

4人
の
市
長
の
元

で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
こ

の
間
多
く
の
良
き
上
司
、

先
輩
に
恵
ま
れ
成
長
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
良
き
後
輩
に
も
恵
ま

れ
、
様
々
な
課
題
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
当

時
の
上
司
、
先
輩
は
皆
卒

業
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
苦
楽
を
共
に
し
た
後

輩
た
ち
の
活
躍
が
頼
も

し
く
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

稲
・
今
年
副
市
長
に
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
副
市
長
を
目
指
し
て

い
ま
す
か
？

大
・
神
谷
市
長
が
掲
げ
た

政
策
の
実
現
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
選
ば
れ
た
議
員
と
積

極
的
に
意
見
交
換
し
、
調

整
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

市
政
を
支
え
る
職
員
を

育
て
る
こ
と
も
私
に
与

え
ら
れ
た
仕
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

稲
・
市
政
発
展
の
た
め
に

何
が
必
要
だ
と
お
考
え

で
し
ょ
う
か
？

大
・
市
政
発
展
の
た
め
に

は
千
葉
市
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
定
め
、
市
民
・
団
体
・

企
業
・
大
学
等
・
行
政
な

ど
多
様
な
主
体
が
目
指

す
未
来
の
千
葉
市
の
姿

「
み
ん
な
が
輝
く
都
市

と
自
然
が
織
り
な
す
・
千

葉
市
」
を
共
有
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
策

定
を
し
た
千
葉
市
基
本

計
画
に
基
づ
き
様
々
な

施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

稲
・
新
庁
舎
が
間
も
な
く

完
工
し
ま
す
。
新
庁
舎
の

特
徴
や
移
転
の
予
定
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
・
新
庁
舎
は
総
合
防
災

拠
点
と
し
て
基
礎
免
震

構
造
や
非
常
用
発
電
機

な
ど
を
備
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
設
備
の
う

ち
雨
水
貯
留
槽
や
太
陽

光
発
電
な
ど
は
平
常
時

に
お
い
て
も
使
用
す
る

こ
と
で
環
境
へ
の
配
慮

と
設
備
の
効
率
的
使
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
建
物
の
省
エ
ネ
性
能

を
示
す
Ｚ
Ｅ
Ｂ
Ｒ

e
a

d
yの

認
証
を
取
得
し

て
い
る
ほ
か
、
多
様
な
来

庁
者
に
配
慮
し
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
い
ま
す
。
臨
港
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
に
面
し
た
低

層
棟
１
、
２
階
に
は
、
吹

き
抜
け
の
開
放
的
な
空

間
を
中
心
と
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
売
店
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
機

能
を
集
約
し
て
い
ま
す
。

来
庁
さ
れ
る
市
民
の
皆

様
に
開
か
れ
た
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
執
務
室

は
間
仕
切
壁
の
な
い
オ

ー
プ
ン
フ
ロ
ア
、
デ
ス
ク

や
椅
子
の
規
格
や
配
置
を

均
一
化
し
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採

用
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

効
率
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
新
庁
舎
へ
の
移

転
は
、
２
月

24日
か
ら
５

月
末
ま
で
約
３
か
月
に

わ
た
っ
て
部
署
ご
と
に

順
次
実
施
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
ご
不
便
を
か
け
ま

す
が
、
丁
寧
に
お
知
ら
せ

し
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
す
。

稲
・
最
後
に
市
民
の
皆
様

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

大
・
千
葉
市
は
新
し
い
庁

舎
と
と
も
に
新
し
い
時

代
へ
と
向
か
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
が
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
、
よ
り
豊
か
な

生
活
を
営
め
る
よ
う
に

神
谷
市
長
と
共
に
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

稲
・
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

台風被害・コロナ禍を乗り越え人気スポット再び
株式会社パティネレジャー 関東事業部

井上 陽介支配人

　
最
近
著
名
人
の
訃
報

が
続
き
切
な
く
な
る
。
三

遊
亭
円
楽
さ
ん
に
ア
ン

ト
ニ
オ
猪
木
さ
ん
。
ド
リ

フ
タ
ー
ズ
の
仲
本
工
事

さ
ん
。
何
れ
の
方
た
ち
も

昔
か
ら
テ
レ
ビ
で
よ
く

観
て
い
た
か
ら
余
計

に
…
。
円
楽
さ
ん
は
「
笑

点
」
で
楽
太
郎
の
時
代
か

ら
応
援
し
て
い
た
し
、
仲

本
工
事
さ
ん
は
多
く
の

子
ど
も
が
そ
う
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
「
８
時
だ

よ
！
全
員
集
合
」
で
毎
週

観
て
い
た
。
そ
し
て
プ
ロ

レ
ス
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た

私
に
と
っ
て
ア
ン
ト
ニ

オ
猪
木
（
あ
え
て
敬
称

略
）
は
強
い
男
へ
の
憧
れ

で
も
あ
っ
た
。

　
私
が
中
学
生
の
頃
、
金

曜
日
の
８
時
は
女
子
の

大
半
が
「
３
年
Ｂ
組
金
八

先
生
」
、
一
部
の
男
子
が

「
太
陽
に
ほ
え
ろ
！
」
、

そ
し
て
多
く
の
男
子
が

「
ワ
ー
ル
ド
プ
ロ
レ
ス
リ

ン
グ
」
を
観
て
い
た
。
我

が
家
に
は
当
時
既
に
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
が
あ
り
プ

ロ
レ
ス
を
録
画
し
て
「
太

陽
に
ほ
え
ろ
！
」
を
観
て

い
た
数
少
な
い
Ｗ
視
聴

派
だ
っ
た
（
笑
）
。
土
曜

の
朝
（
当
時
ま
だ
土
曜
日

は
学
校
だ
っ
た
）
は
「
昨

日
猪
木
の
卍
固
め
凄
か

っ
た
よ
な
あ
」
や
「
テ
キ

サ
ス
刑
事
は
や
っ
ぱ
カ

ッ
コ
イ
イ
よ
」
「
私
は
ト

シ
ち
ゃ
ん
派
」
と
い
っ
た

会
話
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。
石
原
裕
次
郎
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
時
も
そ
う

だ
っ
た
が
、
今
回
の
猪
木

さ
ん
の
喪
失
感
は
大
き

い
。
今
の
時
代
の
子
ど
も

に
は
憧
れ
の
大
ス
タ
ー

み
た
い
な
存
在
は
い
る

の
だ
ろ
う
か
…
（
Ｍ
）

さん（40)アクアリンクちば

　
プ
ロ
野
球
新
人
選
手

選
択
会
議
（
ド
ラ
フ
ト

会
議
）
が
先
月

20日
に

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
が
地
元
千
葉

市
出
身
の
黒
川
凱
星
選

手
（
福
島
・
学
法
石
川

高
）
を
育
成
４
位
で
指

名
し
た
。
黒
川
選
手
は
マ

リ
ー
ン
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
出

身
、
中
学
時
代
に
ボ
ー

イ
ズ
リ
ー
グ
で
全
国
制

覇
。
高
校
で
は
１
年
か

ら
正
遊
撃
手
と
し
て
活

躍
し
た
。

本紙今村論説委員のインタビューに答える大木副市長（取材日：令和４年１０月２０日市役所にて）


